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天神原遺跡 (第 103調 査区)遠景



この報告書は,民 FE5の事務所・倉庫建設に伴い,都城市教育委員会が受託事業として実施 した,

都城市早水町に所在する天神原遺跡の発掘調査報告書であります。

平成 4年 4月 から同年 6月 にかけて実施 した発掘調査の結果,中世から近世にかけての遺構 0遺

物が大量に発見されました。

本書の刊行を通じて, こうした貴重な文化財が市史解明の一助となり,歴史教材として生かされ

るとともに,今後の学術研究に少 しでも寄与できることを願っています。

また,近年では民間開発に伴う発掘調査の割合が激増 しており,官民相互の理解と協力によ

り,文化財の保護と地域開発が円滑に行われていくことを願うとともに,関係各機関のよリー

層のご理解 0ご協力をお願い申し上げます。

最後に,発掘調査に従事していただいた市民の皆様をはじめ,現場における調査や出土資料

の整理から報告書作成に至るまで, ご指導・ ご協力いただきました関係各機関,多 くの先生方

に対 して心より厚くお礼申し上げます。

1993年 3月 31日

都城市教育委員会

教育長 隈 元 幸 美



例 轟一一暉

1.本書は,株式会社サン 0ダイコー (現 株式会社ダイコー)の事務所 鬱倉庫建設工事に先立ち,

平成 4年度に都城市教育委員会が受託事業として実施 した,天神原遺跡の発掘調査報告書である。

2。 調査は都城市教育委員会が主体となり,同市文化課主事補横山哲英が担当した。また,発掘調

査の経費は,事業委託者である株式会社サン 0ダイコーが負担した。

3.発掘調査地点は宮崎県都城市早水町3508-3番 地外で,調査期間は平成 4年 4月 10日 か ら同年

6月 10日 までである。なお,実質調査面積は約3,120ぽ である。

4.出土遺物の整理作業 (水洗 0注記 0復元等)は,都城市立図書館内の埋蔵文化財整理収蔵室に

おいて行った。

5。 本書に掲載 した遺構実測図の作成は,都城市文化課矢部喜多夫主事・下田代清海 0吉村則子・

阿久根昌子 らの助力を得て,横山が行った。また,遺構分布図の作成及び遺物の取り上げには,

コンピュータ 0シ ステム “SITE"を 用いた。なお,本報告書中で示した遺構の計測値は,検

出面での現存値を表 している。

6.掲載 した遺物の実測・製図は,横山・池谷香代子・猪股幸千代 0雁野あつ子 0水上和子が行っ

た。

7.遺構 。遺物の写真撮影は,作業員の協力を得て横山が行い,遺跡の空中写真については,株式

会社スカイサーベイに委託 した。

8。 本書で使用 した基準方位は磁北であり, レベルは海抜絶対高である。

9.本書の執筆と編集は,横山があたった。

10。 出土陶磁器に関しては,佐賀県立九州陶磁文化館大橋康二氏の鑑定・ ご教示を賜った。

11.文献史料については,都城市文化財専門委員重永卓爾氏のご指導 0ご教示を賜った。

12.本書に関する遺物・記録類 (写真・図面等)は,都城市立図書館内の埋蔵文化財整理収蔵室で

収蔵 0管理 している。

13.本書では,次の通りの略記号を用いている。

SC―土 坑  SD― 溝状遺構  SF― 道路状遺構 (硬化面)
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卜り をな じ 蝙

1.発掘調量に驚る種緯

平成 3年 9月 ,都城市教育委員会は,宮崎県都城市早水町の1国家畜市場跡地に事務所・倉庫の

建設を計画していた株式会社サン・ ダイコーから,同早水町3508-3番地外における埋蔵文化財
の所在の有無について照会を受けた。当該地一帯は,昭和61年度に実施した都城市遺跡詳細分布
調査で,古墳 。中～近世の遺物散布地 (祝吉第 3遺跡 :市内遺跡番号4010)であることが確認さ
れていたため,同文化課は, さらに詳細な遺跡の残存状況を把握する目的で,平成 3年 12月 9日
から同12日 にかけて確認調査を実施した。その結果,開発予定地全域で,良好な残存状態の弥生
時代～中世の遺物包含層と,中世の遺構群 (溝状遺構 0柱穴等)が確認された。
この調査結果を受け,平成 4年 3月 ,同社と文化課の間で埋蔵文化財の取扱いに関する協議が

行われ,平成 4年 3月 26日付で,当市教育委員会と株式会社サン0ダイコーの間に,『天神原遺
跡開発における埋蔵文化財に関する協定』が締結された。その内容は,「工程上掘削の必要な事

務所予定地については,工事着手前に発掘調査を行い,記録保存の措置をとる。駐車場予定地の

うち,遺構が検出された部分については確認調査を行い,そ の他の部分については盛土による現
状保存とする。」というものであった。この協定をうけて,平成 4年 4月 2日 付で『天神原遺跡
開発における埋蔵文化財発掘調査委託契約書』がとり交わされた。

なお,現場における発掘調査は,平成 4年 4月 10日 から同年 6月 10日 まで実施し,引 き続き遺
物の整理を行った。

1.天神原遺跡 2.樺 山 0郡元地区遺跡 3.祝 吉御所跡 4.向 原第 102遺跡
5.年見川遺跡 6.牟 田ノ上遺跡 7.久 玉遺跡  8。 松原地区遺跡 9.祝 吉遺跡
10.祝吉第 2遺跡 11.上沖遺跡 12.中米満遺跡

第 1図 天神原文跡位置図

摯
』
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2.調査の組織

発掘調査は株式会社サン 0ダイコーの委託を受け,都城市教育委員会が主体となって実施した。

調査の組織は,以下の通りである。

調査責任者  都 城 市 教 育 委 員 会  教  育  長  隈 元 幸 美

調 査 総 括  都城市教育委員会文化課  文 化 課 長  成 竹 清 光

調査事務局  都城市教育委員会文化課  文化課長補佐  遠 矢 昭 夫

都城市教育委員会文化課  文化 財 係 長  海 田   茂

都城市教育委員会文化課  主  事  補  田部井 寿 代

調査担当者  都城市教育委員会文化課  主  事  補  横 山 哲 英

発掘作業員  阿久根勇吉,阿久根敏恵,阿久根昌子,福丸貞行,福丸治男,福丸秀則 ,

大山ミツ子,満安エミ子,下田代清海,松永浩一,和田利雄,吉村則子 ,

細山田登,細山田茂,有水 トミ,壇清人,鴇松雄,曽原主吉

整理作業員  池谷香代子,猪股幸千代,雁野あつ子,水上和子

置 . 之跡の位置腋畷境

1.I跡の位置

天神原遺跡は,宮崎県都城市早水町字天神原に所在する。都城市は宮崎県の西南端に位置する

県内第 2の都市で,東側に鰐塚山系,西側に霧島山系がひかえた,南北に細長い都城盆地の中央

(盆地底)に市街地が形成されている。当盆地は,中 0南九州を結ぶ交通の要衝という地理的特

性から,古来より様々な地域の影響を受けてきているが, 中世の後半頃以降, 島津氏の庶流 0

北郷氏の所領としてその支配下に置かれていた関係上,経済圏域から言語 0風習に至るまで, 日

向国よりもむしろ隣接する薩摩 。大隅地方に強い影響を受けた地域である。

地形的には,盆地の中央を北流する大淀川を境に,南 0西半部では成層シラス台地,東半部で

は開析扇状地が発達しており,当遺跡もこうした扇状地の一つである壁努機篇状地の中央に立地

している。遺跡の周辺では,市内有数の湧水池であり,湖底から神事に使用されたとみられる上

師器 (古代末～中世)が多量に出土した早水池や, ここを水源に同扇状地の北縁を西流する大淀

川の支流 。沖水川に向かって流下していた1日小河川などが多数みうけられ, これらを取巻くよう

に弥生時代以降の遺跡群も点在していることから, この地域が水源をはじめとする意まれた住環

境の下,かなり早い段階から盆地開発の一拠点となっていたことが推察される。

2.周辺のL跡

天神原遺跡が所在している早水地区をはじめとして,都城市東部地区一帯ではこれまでにも多

くの遺跡が調査 。確認されている。今回の調査地点を含む祝吉第 3遺跡 (市内遺跡番号 :4010)

の範囲内にも,島津氏発祥の地とされ,そ の居館跡があったと伝えられる祝吉御所跡 (県指定史



跡)な どが所在している。なお,今回の調査地点は,昭和61年度の遺跡詳細分布調査で確定した

祝吉第 3遺跡の範囲が広大すぎるため,便宜的に調査を実施した地点の字名に依拠 して天神原遺

跡と命名 し,新たに都城市遺跡台帳に登録することとした。

さて,本遺跡の周辺では, これまでにも (古代を除く)弥生～中 。近世にかけての時期の遺跡

が数多く確認されている。まず,当遺跡の東側には中 0近世の集落址である樺山
。郡元地区遺

跡いが隣接 しており,西側約800mの位置には,弥生時代後期～古墳時代初頭
。中世の遺構 ②遺

物が出土 した牟田ノ上遺跡
°が所在 している。さらに, これらの遺跡が立地している一万城扇状

地の北縁部には,弥生時代後期 9終末期～古墳時代初頭頃の集落が確認された祝吉遺跡
00祝吉

第 2遺跡t中 世から近世にかけての大集落址である松原地区遺跡群
働Hηや久玉遺跡Q4〕 などが所

在 している。また,当遺跡が位置している早水地区の南側を西流 しながら,一万城扇状地を開析

している大淀川の支流 0年見川流域にも,弥生時代後期前半頃の向原第 1遺跡や弥生時代後期～

古墳時代初頭頃の向原第 2遺跡
田,弥生時代中期～後期頃の年見り占遺跡⑩などが点在 している。

これらのうち,東接する樺山・郡元地区遺跡については,検出された遺構の特徴 0時期が当遺跡

で確認 したものとほぼ同じ傾向を示しており,遺跡としての立地条件や占地状況などもかなり類

似 していることから, これらを一連の遺跡 (大集落址), もしくは密接な関係を持 った小集落址

群として捉えられるのではないかと考えている。この他に,当市に隣接する北諸県郡三股町でも,

当遺跡と同じ扇状地上に立地する中米満遺跡
問,上沖遺跡的といった中世集落遺跡や, 中世山城

跡などが多数確認されており,今 Inllの調査で得 られた資料についても, こうした周辺遺跡の出土

資料との比較 。検討を進めながら,位置付けを行っていく必要があると思われる。

註

(1)谷口武範 。近藤協 0山田洋一郎 1992『樺山 0郡元地区遺跡』 宮崎県教育委員会

(2)来畑光博 1991「牟田ノ上遺跡」『平成 2年度遺跡発掘調査概報』

都城市文化財調査報 告書第13集 都城市教育委員会

(3)北郷泰道 1981『祝吉遺跡』 都城市文化財調査報告書第 1集 都城市教育委員会

(4)面高哲郎 1982『祝吉遺跡』 都城市文化財調査報告書第 2集 都城市教育委員会

(5)矢部喜多夫 。重永卓爾・寺師雄二 1989 F松原地区第 10Ⅱ OⅢ遺跡』 都城市文化財調査

報告書第 7集 都城市教育委員会

(0 矢部喜多夫 1989「松原地区第遺跡」『昭和 63年度遺跡発掘調査概報』

都城市文化財調査報告書第10集 都城市教育委員会

げ)矢部喜多夫 1992「松原地区第Ⅱ-2遺跡」 都城市文化財調査報告書第16集

都城市教育委員会

は)矢部喜多夫 1989「久玉遺跡」『昭和 63年度遺跡発掘調査概報』

都城市文化財調査報告書第10集 都城市教育委員会

(9)矢部喜多夫 1990「久玉遺跡 (第 2次調査)」 『平成元年度遺跡発掘調査報告』

都城市文化財調査報告書第11集 都城市教育委員会

は0 矢部喜多夫 1991「久玉遺跡 (第 3次調査)」 F平成 2年度遺跡発掘調査概報』



都城市文化財調査報告書第13集 都城市教育委員会

llll 矢部喜多夫 1992「久玉遺跡 (第 4次調査)」 都城市文化財調査報告書第16集

都城市教育委員会

02 来畑光博 1990「向原第 102遺跡」『平成元年度遺跡発掘調査報告』

都城市文化財調査報告書第11集 都城市教育委員会

はЭ 小田富士雄 1990「年見川遺跡」『宮崎県史 資料編考古 1』 宮崎県

l141「中米満遺跡」 1986『宮崎県文化財調査報告書』 第30集 宮崎県教育委員会

OD「上沖遺跡発掘調査」 1980『宮崎県文化財調査報告書』 第23集 宮崎県教育委員会

憑。調 査 の 地 蓉

1.遺跡の基本層序

本遺跡の基本土層は, 6層 に分層できる。このうち遺物包含層となるのは第IV層で,遺構検出

面は第V一 b層上面である。ただし,今剛の調査で確認 した中 輌近世の遺構は,本来第Ⅳ層から

掘り込まれていたと推測しているが,同面での検出はほとんどできなかった。

第 I層 :礫やコンクリート塊などを含む灰オリーブ色砂質シル ト層で,旧耕作土および近・現代

の盛土層である。層厚約60cm。

第Ⅱ層 :乳白色の軽石粒 (白色パ ミス)を含む黒色砂質シル ト層である。層厚0～ 10cm。

第Ⅲ層 :平L白色の軽石層。文明 3～ 8年 (1472～ 1476年)頃に噴出したといわれている桜島起源

の火山性軽石層にあたる。溝状遺構や上坑の埋土など,局部的にしか堆積 していない。

層厚5～ 20cm。
※

第Ⅳ層 :黄白色の軽石粒 (オ レンデパ ミス)を含む黒色粘質シルト層で,軽石粒の含有度は下部

になるにつれて高くなる。層厚20～ 25cm。

第V一 a層 :黄白色の軽石粒を基調とする層で,黒色粘質シル トを大量に含む。ttV一 b層の漸

移層にあたる。層厚5～ 15cm。

第V― b層 :黄白色の軽石層。霧島火山御池火口を起源とする軽石層で,噴出時期は今から約

4,000年前頃と推定されている。層厚80～ 100cm。

※ 重永卓爾 1991「Ⅳ.小結一桜島に起源を有する文明 Tephraの年次について」

『大岩田村ノ前遺跡発掘調査報告書』 都城市文化財調査報告書第14集 都城市教育委員会

2.調査区の設定と内容

調査は,開発対象区域全体を公共座標のNes線 に一致する10rn× 10mの メッシュで区害1する,

グリッド法を用いて行った。グリッド餞ナンバーについては, コンピュータ 0シ ステムによって

遺構の実測と遺物の取り上げを行うため,あ らかじめ公共座標メッシュの左隅に定めておいた基



点をもとに,縦軸 (南北)方向をアルファベット,横軸 (東西)方向を算用数字で表示すること

とした。 [第 3図]な お,実際に調査を実施した事務所 0駐車場予定地は,対象区域の南半 0西

端にそれぞれ独立していたため, これらを便宜上,第 1調査区 (事務所建設部分),第 2調査区

(駐車場用簡易舗装付設部分)と称することにした。また,包含層の広がりを確認するため,調

査途中で新たに第 3調査区 (第 1調査区の北側 トレンチ)を設けた。

調査の結果,全ての調査区で主に中世段階の溝状遺構,道路状遺構,柱穴,土坑などが検出さ

れ,それらに伴う舶載・国産陶磁器類,土師器,石製品等が出土している。

3.出土晰物 は 師器類)の分類について

今回の調査でlLA土 した遺物の主流を占めているのが,土師器の不 。小皿の類いである。これら

の多くは破損した細片であるが,底部片にみとめられる切り離し技法の違いや,胎土 。焼成状況

の差異といったわずかに残されたデータを少しずつ積み重ねていくことによって,当地方におけ

る土師器の編年作業の一助となるとともに, これらの背後に控えた生産集団の在り方についても,

推測できるのではないかと考えた。そこで,今回は出土した土師器類を下記の項目に照らし合わ

せて分類し,一括して一覧表に掲載した。ただし,詳細については紙数の都合上今後の検討課題

とし,技法や胎土などに認められる特徴のみを簡単に触れることとした。
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Ⅳ。

1.第 1調査区の内容

第 1調査区は,事務所 0倉庫建設予定地部分である。現状は草地とグラウンドであるが,以前

当該地に所在 していた競馬場や家畜市場を取り壊す際に整地工事を行っているため,表上の填圧

が著しく,調査はまず重機によってこうした表上部分を除去する作業から入った。また, さきに

実施 した試掘調査の結果,表土から第Ⅲ層までは遺物や遺構がみとめられなかったので, これら

の部分を取り除いた上で,第Ⅳ層以下について手作業による調査を行っている。ただし,建物の

基礎や産業廃棄物を埋めた穴などによる破壊がかなり進んでおり,当調査区の総面積約 2,100ぽ

の半分が,第 V一 b層 (御池降下軽石層)ま でいたる攪乱をうけていた。

調査の結果,当調査区では,溝状遺構11条,道路状遺構 1条,柱穴約200箇,土坑 4基が確認

されたが,第Ⅳ層下部で検出した道路状遺構以外,すべて第V一 b層上面での検出である。これ

らはいずれも第V― b層中に掘り込まれており,埋上によって 2タ イプ (TypeA:オ レンデ
パ ミス混入黒色粘質シル ト,TypeB:白 色 ②オレンデパ ミス混入黒色シル ト)に大別できる

が,各埋土中での文明降下軽石層の堆積部位によって,さ らに細分することが E」能であった。ま

た,約 350点 の遺物が包含層 (第Ⅳ層)下部及び各遺構の埋土中から出土 しているが, とくに S

D-408の 埋土内やその周辺部に集中する傾向がみとめられた。なお,今回出土した遺物の大

半が土師器片で,時期決定の材料となる陶磁器類は極めて少量であった。

1)遺   構

<溝状遺構>

SD-2 [第 40809図 ]

調査区南西端で検出した溝で, SD-3, SF-3と 並走 している。長さ約11.lm,幅 0,7

～2.3m,深さ0.13～ 0.65mで,底の浅い台形状の断面形を呈 している。埋土は主に砂質度の高

いTypeBで ,中層付近に文明降下軽石が堆積 している。なお,東端部はSC-1, SD―

5に よって切 られている。主軸の方向はN-88° ―Eで,遺物の出土はなかった。

SD-3 [第 40809018図 ]

SF… 1を挟んでSD-2と 平行に走る,長さ約1lm,幅 1.0～ 1.8m,深 さ0.46～ 0.8mの 溝

である。断面形は, SD-2と 同じ裾の広い台形を呈 しており,主軸の方向はN-86° 一Eで

ある。埋土は下半分がTypeAで ,上層から中層にかけて文明降下軽石の堆積がみとめられ

る。また,礫や軽石が多 く含まれている。遺物は,最上層から薩摩焼の描鉢片 (18C代)が 1

点,下層から土師器の琢 0小皿片が各 1点ずつ出上している。

SD-4 [第 4050709012013図 ]

調査区の北端から南端へとほぼ直線的に縦走する溝である。一部攪乱を受けているが,長 さ

約57.5m,幅 o.6～ 1.5m,深 さ0.2～0.4mと 推定される。なお, この溝の埋没後に, SD-9・

19が作られている。断面形は基本的に幅の広いU字形であるが,方形平底になっている部分も

録画
一言
ロの査調
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第3図 天神原遺跡 グリッド配置図

17



雉∫ッ

1111,'え

C一

[。
 

」

亀

一
　
］

ス
ヽ
キ

0           10m
|

第 4図 天神原遺跡 (第 1調査区)遺構分布図



（
ヽ
∧
出
築
鋼
く
嘔
Ｏ
Ｔ
立
熾
冷
脚
け
飩
向
い
い
国
靡
¨
¨
綺
い
い
¨
」

一

Ｅ
軸
測
∩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ
‐

警
ミ
詈
墨
ｓ
著
哄
卜
Ｍ鱈
鬱
鵞
珊
ジ
武
長厘

０
０
収
ｏ
部
Ｄ

〉
堅
●
●
条
寸

．
ヽ
や

慶
『
￥
な
い
囃
暉
却
瓢
」
は
か
一
〓
い
ハ
ミ
Ｈ
∧

＾
』
響
↑
」
（
¨
輸
襴
螂
螂
Ｆ
．
（
¨

圏

エ
ミ
ヽ
国
華
Ｊ
畔
嘆
く
ヽ
長
　

ヽ
ミ

Ｈ
Ｉ

相

「
幽綸岬製
嘔
′′′＋はい
ニヽロい
ぶ
ヱヾ
総咄確鄭釧
一轄

ヽ
、
ｕ
ヽ
く
ヽ
長
緊

エ
ミ
ヽ
圏
禦
Ｊ
畔
　
い

興

４
ミ
ヽ
回
会
口
畔
螺
く
ヽ
長
　
Φ

上
ミ
ヽ
既
壇
蒻
畔
十
二
ミ
ヽ
憫
駆
謬
十
く
ヽ
太
　
ｎ

エ
ミ
ヽ
Ｍ
Ｓ
蒻
鯉
５
＋
く
ヽ
長
　
寸

慶

ム
ミ
ヽ
国
製
Ｊ
畔
蝉
く
ヽ
長
　
∞

幽

ム
ミ
ヽ
日
ヽ
口
鯉
畔
懇
暉
く
ヽ
太
　
Ｎ

幽

エ
ミ
ヽ
回
台
Ｊ
ヽ
１
ひ
長
×
　
Ｈ

―

じ
国

ム
ミ
ヽ
頷
全
Ｊ
畔
鰹
く
ヽ
大

ぶ
】
　

К

Ｅ

）
．い
０
｝

ヽ

、

■

ヽ

К

″

く

、

、

、

長

．
０

（曽
∧
〓
築
朝
く
螺
Ｏ
く
ヽ
長
）
塵

エ
ミ
ヽ
Ｍ
Ｓ
劇
臨
区
暉
く
ヽ
長

尋
出
―
∞

一ゞ
っ駅
出入
凛̈
郡
瞼
鯰
鉢
当
鞭
産
が
瑠
趙
昴
ぎ
鞍
い工
可
ど
‐
Φ　
回
≪
バ
畑
燭
撫
哺
い
ぜ
糀
鞍
い
麻
品

（曽
∧
〓
築
朝
く
螺
Ｏ
く
ヽ
長
）
塵

エ
ミ
ヽ
Ｍ
Ｓ
劇
臨
区
暉
く
ヽ
長

尋
出
―
霊

口
ヽ
量
ヾ
堅
Ｏ

ム
ミ
ヽ
毅
畔
越
妻
眠
暉
く
ヽ
長
　
し
　
　
（卜
∧
Φ
姿
鋼
く
螺
Ｏ
く
ヽ
長
）
慶

ム
ミ
ヽ
劇
畔
回
禦
眼
暉
く
ヽ
長
　
一
２

Φ
　
　
　
ヽ
、
日
ヽ
К

″
く
ヽ
、
、
長
鰹

『
遭
撃
齢
韻
鵡
模
シベ
長
Ｌ

豪
恥
轟
饒
な
工
）細
ムぶ
饉
蝿
醍
仄
猷
謄
曝
‐
（
ド
ば
慇
隊
除
麟
齢
剛
¨

（
日
）
国
揮
騒
幽
劇
糠
躙
罐
饉

（縮
辮
票
）
凶
劇
羅

警
総
　
国

Ю
総

ヽ
、
口
ヽ
К

″
ツ
、卜
、
ヽ
長
　
ｏ
〓

３
で
へ

ｓ
ヽ
∞
せ
囀
く
嘔
Ｏ
く
ヽ
長

ゲ
，

ｐ
興
せ
∞
ぶ

３
黙
条
劇
く
製
Ｏ
く
ヽ
長
０
「
め
　
∞

ム
迦
一
聡
お
岬
囃
幽
観
編
赳
ス
％
末
　
い
ヽ
。
撻

一
獣
冷
幽
隷
脚
劇

お

含
∧
Ｎ
∧
日築
期
く
螺
Ｏ
く
ヽ
長
）
国

ふ
ミ
ヽ
頷
禦
０
畔
　
∞
―

〓

Ｅ
慟
測
。

Ｅ
勧
判
迪
　
　
　
　
　
　
　
　
逸
‐
‐
　

薦
卜
．濶
利
ヒ

″
く
ヽ
ヽ
ヽ
長
＋
Ｌ

め
Ｈ
　
　
エ
ミ
ヽ
国
会
劇
畔
嘔

い
黎
個

卜
〓
　
　
ニ
ミ
ヽ
国
会
Ｊ
畔
＋
口

お
Ｈ　
　
圏

ム
ミ
ヽ
Ｍ
Ｓ
劇
ヽ
―

か
長
罫
螺

い
■
個
，
ヽ
ヽ
太

ぶ
「



1～ 4.オ レパ混黒色粘質シル ト層 (オ レパの混入量が4>3>2>1)
5.黒色粘質シル ト混オレパ層  6.2に 近いがやや粘性弱い

F′
1盤・lm

8.3に 近いが,硬 くしまっている
10.オ レンデパ ミスブロック

:「量L逸基び得季量
粘質シルト層(オレパの混入量が5>2>1ン )

6.黒色粘質 シル ト層混オンパ層

墜退
m          G′

―

H′――

1.灰 オリーブ色砂質シル ト層
2.ォ レパ混明褐色粘質シル ト層

・‐‐3～ 5.オ レパ混黒色粘質シル ト層
(オ ンパの混入量が3>4>5)

6.オ レパ十黒色粘質シル ト
7.黒色粘質 シル ト混オレパブロック
8.オ レンデパ ミスブロック

7. 1と ほ,ざ預1じ
9.5と ほぼ同じ

162.5m H

一 |

162m
l′ 下

黒色砂質 シル ト層 2.オ レパ混黒色粘質 シル ト層
オンパ+黒色粘質 シル ト  4.局 部的に硬化 した黒色粘質シル ト層
4にわずかにオレパが混入 したもの  6.オ レンデパ ミスプロック

一 」

ビ」2.5m

1.灰 オ リーブ色砂質シル ト混黒色粘質シル ト層
2.黒色粘質シル ト混オレパブロック
3.オ レパ混黒色粘質シル ト層
4.2よ リオレパの混入量が多いもの
5.黒色砂質シル ト層
6～10.ォ レパ混弱粘質黒色シル ト層

(オ レパの混入量10>7>6>9>8)

K′
」堕1・ 8m

1～2 オレパ混黒色粘質シル ト層 (オ レパの混入量2>1)

i′ 1倉雪書う考7警 (層   ::菖者j警3;学⑤薫と忠星シルト層
m

第 6図 第 1調査区 (北半部)検出遺構土層断面図 (Ⅱ )



ある。埋土はTypeAで ,主軸方向はN-2° 一Wである。上層から土師器 ②小皿片が 2点,中

層から須恵器 0壺の肩部片 1点,土師器 0琢片 7点,小皿片 5点,下層から土師器 0高台付碗 2

点,土師器 0琢片 9点,小皿片14点,用途不明の鋼製品 1点が出上している。

SD-5 [第 408・ 9図 ]

SF-1と 一部並走する,円弧状の溝である。長さ約10.5m,幅1.Om,深 さ0.38～0.42mで ,

主軸の方向はN-20° 一E～ N-88° 一Eで ある。断面は,南 0東側の法面がほぼ真っ直ぐ立上が

り,北・西側の法面がやや傾斜 しながら立上がる不整台形を呈 している。埋土はTypeAで あ

るが,中層に文明降下軽石が堆積 している。また,西端のコーナー部分でSD-2を 切り,埋没

段階ではSC-1に 切られている。なお,南端部では,北側に向かって降りる階段状の硬化面が,

埋土中及び第V― b層上面にみとめられる。遺物は全 く含まれていない。

SD-6 [第 40809図 ]

今回検出したのは,長さ約1.lm,幅 1.3m,深 さ0.4mの落ち込みであるが,調査対象区域外へ

と延びているため,金貌は不明である。断面の観察では,東all法面のみがしっかりと確認でき,

西側部分が曖昧であるため, SD-6の 西側で局部的にみとめられる硬化面などともあわせて,

この溝を切って作 られた別の遺構が存在した可能性も考えられるが,今回の調査では明確に区分

することができなかった。埋土はTypeAで , ほとんど埋没 した段階で降った文明降下軽石が

最上層に堆積 している。出土遺物はない。

SD-7 [第 406014図 ]

SD-8の 内側に位置する溝で,やや蛇行 しながらN-75° 一W方向に延びている。長さ25.5

m,幅 0.7～1.Om,深 さ0.25～ 0,32mで,断面形はSD-4同 様U字形を呈 している。埋土はT
ypeAで ある。東端は攪議Lを受けているが,西端部は意図的に閉じられたような印象を受ける。

遺物は,中層から同安窯系青磁碗片と土 Ellitt e小 皿片がそれぞれ 1点ずつ出上 している。

SD… 8 [第,4～ 6015～ 17図 ]

N-85° 一W方向に約18m直進 した後, 9(m)Rの カーブを描きながら南西方向へと進む溝で

ある。東端 。南端が攪乱を受けているため全体像はつかめないが,何 らかの区画を意図するよう

な機能も考えられよう。長さ29m,幅 o,7～1.2m,深 さo.26～ 0.33mで,断面形はU字形,埋土

はTypeAで ある。規模や形態などはかなりSD-7に 類似 している。なお,途中でSD-4

によって切 られている。遺物は,上層から薩摩焼の碗 (18C代)が 1点,土師器 ②不片 9点,小

皿片 7点が,下層から硬質砂岩製磨石 1点,土師器 。琢片16点,小皿片21点が出土している。

SD-9 [第 4図 ]

今回の調査では局部的にしか検出できなかったが, SD-4埋 没後に作 られており,途中から

SD-19が派生 していると考えられる。長さ約3.Om,幅 0.8～ 1.Om,深さ0.3mで ,攪乱のため

接点は不明であるが,N-22° ―E方向に延びてSD-4に 接続 していたようである。断面形は

浅いU字形,埋土はTypeAで ある。出土遺物なし。

SD-10[第 407図 ]

SD-4と ほぼ平行に走る,長さ約5.OM,幅 0.6～ 0.9M,深 さ0.26Mの 小溝である。この長さ



で完結 しているので,溝状遺構よりも土墳の範疇に含まれるかもしれない。埋土はTypeAで ,

主軸の方向はN-7° 一Eである。遺物はみとめられない。

SD-11[第 409図 ]

これもSD… 10と 同じような小溝で, SD-4を 切っている。長さ約2.2m,幅 0.4～ 0.5m,深

さ0.3m,TypeAの 埋土で,主軸の方向はN-85° ―Eで ある。出土遺物なし。

SD-12[第 4図 ]

長さ約4.3m,幅0.4～0.5m,深 さ0.25m,主軸方向N-8° 一Eの小溝である。埋土はType

Aで,断面形はSD-10・ 11と 同様に,浅いU字形を呈 している。出土遺物なし。

SD-19[第 405図 ]

SD-4埋 没後に作 られた, SD-9か ら派生 している小溝である。半分は攪乱を受けて破壊

されており,今回検出したのは長さ約2.2m,幅0.7m,深 さ0.3mの みである。 N-75° 一W方向

に延びて調査区外へと続いており, SD-9と ともに方形に区画する機能を果たす溝であった可

能性もある。断面形態及び埋土は, SD-409と 同じである。出土遺物なし。

<道路状遺構>

SF-1 [第 4。 8～ 11図 ]

SD… 20305に 伴う道路状遺構で, 5層 の硬化面を確認 している。平均的な規模は,長さ

約18.5m,幅 0.3～0,7mで ,各硬化層の検出面 (第 V― b層上面)か らの高さは約0,35～ 0.8mで

ある。各面ともほぼ平坦であるが,凹凸の激しい部分やブロック状に点在 しているところもあり,

それぞれの使用時期によって,若千様相が異なるようである。主軸方向はN-87° 一Eで ,調査

区外へ延びているようであるが,調査区の西端部分ではかなり硬化面の形成が退化していること

から,遺構としての中心部は今回検出した部分の東狽1であると推定される。遺物なし。

SF-8 [第 4図 ]

調査区の北端部をN-74° ―W方向へ走行する黒色粘質シルトの硬化体である。東端は攪乱を

受けて消失 しており,西端はブロック状になりながら消滅している。長さ約18.Om, 幅0.5～ 1.1

mで,検出面からの高さは約0.05mでぁる。TypeAを 埋上にもつ柱穴を切っていることから,

少なくともそれ以降の時期の道路と思われる。出土遺物なし。

<土   坑>

SC-1 [第 408図 ]

SD-205を 切って作られた楕円形の上坑である。長軸2.Om,短軸約0,85 rll,深 さ約0.8m

で,主軸の方向はN-86° 30′ 一Wである。法面がほぼ真っ直ぐに立ち上がる平底の上坑で,用途

等は不 llmであるが,文明降下軽石が中層から下層にかけてびっしりと堆積 している点や, SD一

5か らSC-1に 向けて降りる階段状の硬化面が確認されている点などから,何 らかの特殊土墳

である可能性を示唆しておきたい。遺物はみとめられない。
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1.オ レンデパ ミス混明黒褐色粘質シル ト層
2.1よ リオレパの混入の少ない明黒褐色粘質シル ト層
3.オ レパ細粒混黒色粘質シル ト層
4.3よ リオレパの混入の多い黒色粘質シル ト層
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|一――162.皿
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オレンデパミス細粒混黒色砂質シルトプロック

黒色砂質シルト層(わずかにオレパを含む)
オレパ混明黒褐色粘質 シル ト層

オレパ混黒色粘質シル ト層    _
オレパ混明黒色粘質 シル ト層

オレパ混黒色粘質シル ト層

オレパ混黒色粘質シル ト層

(オ レパ混入量が 6よ り多い)
オレパ混黒色粘質シル ト層

(オ レパの混入量が 6よ り少ない)
オンパ混明黒色砂質 シル ト層

オレパ混黒褐色粘質 シル ト層

黒色砂質シル ト混入オレンヂパ ミス層

オンパ混灰黒色砂質 シル ト層

」
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ィ
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:1震身ヤ冨子とふ醤多%(層ギぶう伊ヂパミス十黒色粘質シルト
6.黒色粘質シル ト層
7.オ レパ混黒色砂質シル ト層

SD-4

SD-10

SC―
SD-11

SD-3´ .

SD-6

第 7図 第 1調査区 (南半部)検出遺構土層断面図 (I)
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第11図  SF-1硬 化体変遷図 (2)※
アミかけ部分は、硬化体を示す。

SC… 2 [第 4・ 8図 ]

SF-1際 で検出した楕円形の上坑である。長軸1.Om,短軸約0.8m,深 さ約0.25mで ,主軸

の方向はN… 1° 一Wである。埋土は下層がTypeAで ,中層に文明降下軽石のブロックがみ

とめられる。出土遺物なし。

SC-3 [第 4019図 ]

SD-4際 の直径約1.Orll,深 さ約0.5mの 土坑である。TypeAの 埋土をもつ。埋土中の一

括遺物として,土師器 0小皿片が 4点,肥前系の碗 (18C前葉～中葉),頁岩製砥石,土師器 0

琢片がそれぞれ 1点ずつ出上 している。

SC-4 [第 4図 ]

SD-4際 の不整形土坑である。長軸3.7m,短軸2.lm,深 さ約1.4mで,主軸の方向はN-56°
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30′ 一Eである。法面は凹凸が激しく,底部はほぼ平らになっている。埋土はTypeAで ある。

出土遺物なし。

<柱   穴> [第 20図 ]

今回の調査では,約200箇の柱穴が検出されているが,掘立柱建物跡と確認できるものはなかっ

た。なお,柱穴中からの出土遺物としては,土師器 ②琢片 8点,小皿片 4点があげられる。

2)包 含層内出土遺物  [第21～25図 ]

①陶磁器類

第Ⅳ層 (包含層)中から出上 している陶磁器類の総数は14点で,内訳は舶載磁器類が 3点,国

産磁器が 1点,国産陶器が10点である。詳細は一括して出土遺物一覧表に表記 したので割愛する

が, これらの年代を概観すると,舶載青磁や瀬戸 0美濃系陶器を中心とする13C～ 16C中葉頃

(第 1期)と ,薩摩焼が大量に流通する18C～ 19C代 (第 2期)の 2時期に大別することができ

るようである。こうした時期的傾向は,遺構の年代観ともほぼ符合しており,当遺跡の存続期間

や一時的な断絶を傍証する上で, これらは少量ながらもきわめて有用な資料である。

②土師器

ここに掲載 した土師器の総数は,不51点,小皿60点であるが,図化不能の破片まで加えると,

約300点 ほどが出土している。各類ごとの割合は,下記の通りである。

不 (51点 ) 小 皿 (60点 )
I類 6% I′ 類 2% I類 2% I′ 類 0%

Ⅱ類 24% 二
′
類 319イ Ⅱ類 40% Ⅱ

′
類 20%

Ⅲ類 10% Ⅲ
′
類 27% Ⅲ類 17% Ⅲ

′
類 219イ

総じて,各類の割合やⅡ・ I′ 類が他に卓越 している傾向は,外 。小皿ともにほぼ共通 してい

るが,板状圧痕が残存 しているものの割合に着目すると,小皿で板状圧痕のみとめられるものは,

外と比べてかなり限定された少数因子となるようである。

(3)石製品

軽石製品と滑石製石鍋片が,それぞれ 1点ずつ畿土している。軽石製品は円柱状に加工されて

おり,その形状及び上部端の欠損状況から,軽石製五輪塔の一部 (風輪の磨部)と推測される。

滑石製石鍋は,鍔が口縁部の直下に削り出されるタイプのものである。体部の立ち上がりが直線

的というよりは,やや内湾気味であるものの,森田氏による石鍋編年のC群※に相当すると考え

られ,時期としては13C～ 15C後半頃に比定できるようである。

④土製品

直径約2.5mの 突起物状の上製品である。側面には焼成前に施された穿孔が 3ケ 所みとめられ

る。二次転用品の可能性もあるが,用途等は全 く不明である。

※ 森田 勉 1983年 「滑石製容器」『仏教芸術』 148 仏教芸術学会

杯 小皿

板状圧痕あり 399イ 229イ

板状圧痕なし 61% 78%
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番
号
地  区
(遺構)

層 種 特徴など 備 考
番
号
地  区
(遺構)

層 種 特徴など 備 考

1 L-1lGD-0 下層 金属製品 銅製品 M_12GD一つ 中層 青磁 。碗 櫛描文,同安窯系12Cへ′13C

M_15(″ ) 中層 須恵器。壺 N-12(″ ) 土師器。小皿 Ⅱ
ノ
bHP4類

L-12(″ ) 下層 土師器・高台付碗 L-12GD―Э 上層 陶器 0碗 蛇ノロ釉剥ぎ,薩摩焼 18C代

L-11(″ ) M-11(″ ) 下層 磨石 硬質砂岩製
″
 (″ ) 上層 土師器0小皿 Ⅱ bHP13額 O-11(″ ) 上層 土師器 3小皿 ⅡbHPl類
″  (″ ) M-11(″ )

7 ″  (″ ) 中層 Ⅱ aHPl類 M… 12(″ )

M-15(″ ) 土師器 0杯 ⅡbHPl類 M-11(″ ) 土師器 e琢 Ⅱ bSP6)頃

M_14(″ ) ″  (〃 ) Ⅱ bSⅣ16)頃

″  (″ ) O-11(″ ) Ⅱ
′
aSP4〕頃

M-15(″ ) ″  (″ ) Ⅱ
′
aSM6類

″  (″ ) 土師器・小皿 N-11(″ ) 土師器。小皿 Ⅲ aHP4類
″  (″ ) 土師器・不 Ⅱ bSPl)頃 M_12(″ ) 土師器・不 ⅢbHPl類
″  (″ ) Ⅱ bSP4)頃 ″  (″ ) 土師器。小皿

M_14(″ ) ⅢbHPl類 M-11(″ ) ⅢbHP4類

M_15(″ ) 土llt器・小皿 M_12(″ )

″  (″ ) ⅢbHP4類 M-11(″ ) 土師器。琢 亜bHM6類
″  (〃 ) Ⅲ

′
bHPl類 ″  (″ )

L-12(″ ) 下層 ⅡaHPl類 ″  (〃 ) HPl類
″  (″ ) 土師器・琢 ⅡbHPl類 ○-11(〃 ) SPl類
″  (″ ) 土師器。小皿 M-11(″ ) 下層 IbHM4類

M_12(″ ) Ⅱ bSP4類 N-11(″ )

L-11(″ ) 土師器 0琢 ⅡbHM4類 L-12(″ ) Ⅱ aSPlサ頃

L-12(″ ) 土師器。小皿 ″  (″ ) ⅡbHPl類

L-11(″ ) ⅡbSMl類 M-11(″ ) 土師器0小皿

″  (″ ) Ⅱ
′
bHPl類 ″  (″ )

″  (″ ) Ⅱ
′
bHP4類 L-12(″ )

M-15(″ ) Ⅲ aHPl類 M_12(″ )

L-11(″ ) 土師器 0不 Ⅲ aSM6類 M-11(″ )
″  (″ ) ″  (″ ) 土師器 。琢 Ⅱ bSP4類

L-12(″ ) 土師器・小皿 ″
 (″ ) 土師器。小皿 Ⅱ bSⅣ16〕籟

″  (″ ) L-12(″ ) 土師器・不 Ⅱ
′
aHPl類

″  (″ ) M-12(″ ) Ⅱ
′
bHP4類

L-11(″ ) ″  (″ ) 土師器・小皿

″  (″ ) M-11(″ ) 土師器。琢 Il′ bSP4〕頃

M_12(″ ) 土師器 0琢 ⅢbSM6類 ″
 (〃 ) 土師器。小llll Ⅲ aHPl類

L-12(″ ) 土師器・小llll Ill′ bHPl類 ″  (〃 )

″  (″ ) 土師器 0琢 Ⅲ
′
bSP6類 M-12(″ ) 土師器・琢 ⅢbHM6類

″  (″ ) HPl類 M-11(″ ) ⅢbSP4類
″  (″ ) ″  (″ ) 土師器 0小 llll ⅢbSM4類
″ (″ ) ″  (〃 ) lll′ aHPl類

一括 (″ ) ⅡbHPl類 ″  (″ )

″  (″ ) ″  (〃 ) Ⅲ
′
aHM6類

″  (″ ) 土師器・小皿 ″  (″ ) 土師器 0琢 Ⅲ
′
bHPl類

0_12GD―つ 中層 須恵質・捏鉢 東播系 L-12(″ ) 土師器。小皿 Ⅲ
′
bHP4類

第 1表 第 1調査区出土遺物一覧表 (1)
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番
号
地  区
(遺構)

層 種 特徴など 備 考
番
号
地  EXI
(遺構)

層 種 特徴など 備 考

M-1lGD― D 下層 土師器。小llll lll′ bHP4類 N-11 Ⅳ 陶器。土瓶蓋 薩摩焼 18C～

M-12(″ ) 土師器 。琢 Ⅲ
′
bSP6類 N-12 陶器。土瓶底部スス付着,薩摩焼 18C代～

N-11(″ ) N-11 ltl器
。土瓶把手薩摩焼 19C代

M-12(″ ) HPl類 一括

″  (″ ) M_14 Ⅳ 土製品 側面に穿孔あり

(″ ) 土師器。小皿 一括 軽石製品 空輪の腰部か?

″
 (″ ) HP4類 L-12 Ⅳ 石鍋 滑石製

M-11(″ ) O_12 土師器。不 IaHMl類
″
 (″ ) HM4類 L-14 土師器 C小皿 IbHPl類
″  (″ ) Ⅳl_11 土師器・不 IbHMl類
″  (″ ) 土師器 。杯 SPlう頃 L-14 IbSM4類
″  (″ ) 土師器 0小皿 L-11 I′ bSM6類

一括 (″ ) SP4類 R/1-11 土師器。小皿 Ⅱ aHPl類

L-15GD―Э 翻 詈陶器。描鉢 薩摩焼 18C代 一括

L-14(″ ) 下層 土師器。小llll ⅡbHPl類 L-12 Ⅳ

″  (″ ) 土師器 0琢 HP4類 N-11

一括 GC―Э 磁器 0碗 肥前系 18C前葉～中葉 L-11 ⅡaHP4類
″  (″ ) 砥石 頁岩製 Ⅳl-11 ⅡaHM6類
″
 (″ ) 土師器 0不 I′ bHPl類 土師器。不 ⅡaHM8類
″  (″ ) 土師器・小皿 ⅡbHP3類 L-12 II aSP4)頃

″  (″ ) IIbSP4)頃 卜/1-11 ⅡaSM4類
″  (″ ) Ⅱ

′
bHPl類 L-12 Ⅱ aSM6類

″  (″ ) IllbSP4類 一括 ⅡbHPl類

L-14(Pit) 調 詈土師器 0不 Ⅲ
′
bSP4類

N-11(″ ) 上層 土師器・小llll ⅡbHPl類 ]/1-11 Ⅳ

M_14(″ ) /ゝ1_14 土師器。小皿

N-11(″ ) 土師器 0琢 ⅢbSM7類 一括

″  (″ ) Ⅲ
′
aHM7類 L-12

L-12(″ ) 中層 土師器。小皿 ⅡaHPl類
″  (″ ) 土師器 0琢 E′ bHPl類 一括

″  (″ ) Ⅲ′aHM5類

L-14(″ ) HM6類
″  (″ ) SP4類

L-12(″ ) X/1-11 Ⅳ

一括(″ ) 土師器。小皿 ⅡbHPl類

h/」 -15 Ⅳ 青磁 。碗 鏑蓮弁文 13C～ 14C前葉 L-12

N-11 胎土が黒味強い 15C～ 16C前半 一括 土師器・邦 ⅡbHP4類

一括 浅tヽタイプ嘲宛? 16C中葉 Ⅳ 土師器 0小皿

白磁 。碗

陶器。おろし皿瀬戸。美濃系 15C-16C

M-11 Ⅳ 陶器 0碗 サメハダ, 薩摩焼 19C～ ⅡbHP6類

L-14 Ⅱ 蛇ノロ釉剥ぎ,薩摩焼 18Cヘン19C L-12 ⅡbHM2類

N-11 Ⅳ 陶器・火入れ蛇ノロ釉剥ぎ,薩摩焼 18C代 土師器 O郭 Ⅱ bSP4)瞑

N-12 陶器 0鉢 薩摩焼 19C～ N-11

N-11 陶器0土瓶蓋 18C～

第 2表 第 1調査区出土遺物一覧表(2)
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番
号
地  区
(遺構)

層 種 特徴など 備 考
番
号
地  区
(遺構)

層 種 特徴など 備 考

L-12 Ⅳ 土師器 0外 Ⅱ bSh/16類 一括 土師器。小皿 ⅢbHPl類
一括 土師器。小皿 VI_12 Ⅳ

L-12

○-11 Ⅳ 土師器 0杯 Ⅱ
′
aHPl類 Ⅳl_12 ⅢbHP4類

一括 h/1-11 土ET器 0琢 ⅢbHP5類
M_12 IV }′1-12 土師器。小皿

L-12 一括 ⅢbHM6類
L-14 II 土師器0小皿 IllbSP63額

Ⅳ[_14 Ⅳ ⅢbSM6類
N-11 L-10 Ⅳ 土師器 。琢 Ⅲ

′
aHPl類

L-12 土師器 e不 Ⅱ
ノ
aHP4類 L-12 土師器。小皿

/ゝ1-11 土師器。小皿 ○-11

一括 土師器 0琢 Ⅱ
′
aIM4類 230 一括 土師器 e杯 Ⅲ

′
aHP4類

L-11 Ⅳ Il′ aSP4)頃 トノ1-11 Ⅳ

h/1-11 II′ aSP6'籟 L-14 正
′
aIIM4類

Ⅳl_12 Ⅱ
′
bHPl類 一括 III′ aSM4類

M-11 土師器。小皿 L-12 Ⅳ Ⅲ
′
bHPl類

N-11

L-11 236 X/1_14

L-12 237 L-11 土師器。小皿

一括 E′ bHP6類 一括

lvI-11 土師器 0不 Ⅱ
′bHMl類 卜1-11

lvl_12 土師器。小llll Ⅱ
/bHM4類

L-14

Ⅳl-11 Ⅱ
′
bHM6類 L-12

L-11 土師器 0琢 II′ SP4類 lvI-12

N-11 L-12

L-12 L-11 Ⅲ
ノ
bHP4類

〕v冤 -11 Ⅱ
′
bSP6類 lvI-11

Ⅱ
′
bSP7類 L-11 土師器。不 Ⅲ

′
bHP6類

h/1_14 Ⅱ
′
bSM6類 卜/1-11

Ⅳl-11 土師器。小皿 Ⅲ
′bHM6類

L-10 土師器。杯 ⅢaHPl類 N-11

N-11 L-11 Ⅲ
′
bSP4類

L-12 土師器。小皿 N-10 Ⅲ
′
bSM6類

Nl-14 土師器。不 ⅢbHPl類 Ⅳl_12 土師器。小皿

一括 h/1-11

L-12 土師器。小皿

第 3表 第 1調査区出土遺物一覧表(3)
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2.第 2調査区の内容

この地点は駐車場予定地であり,遺構検出面まで工事の影響が及ぶ可能性は低かったが,試掘

の際に溝状遺構が確認されているので,そ の走行を確認するために面積約350ど の第 2調査区を

設定 した。当区も第IV層上面までは重機で掘り下げ,そ れ以下の層について手作業による調査を

実施 したが,第Ⅳ層 (遺物包含層)がさほど残存していなかったため,実質的には第V― b層上

面で確認した溝状遺構の調査に終始 した。

この調査区で検出した遺構は,溝状遺構 5条,道路状遺構 1条である。特にコの字形を呈した

溝 (SD-1)は ,西側に延びて,方形に区画する役割を果たしていたと推察されるが,調査対

象区域外へ続いているため,その金容を明らかにすることはできなかった。また, この溝状遺構

に伴うとみられる道路状遺構が床面付近で検出されているほか,約 20箇の柱穴が溝の法面および

その周辺部で確認されている。遺物は,溝状遺構内よりわずかに出上 しているのみで,内区と推

定される部分からの出土は皆無である。なお,当区で検出した遺構は,すべて第 1調査区で示し

たTypeAの 埋上をもち,一部に文明降下軽石を含むものがみられる。

1)遺  構

<溝状遺構>

SD-1 [第 26～ 28図 ]

南北方向に約17.5m,西側方向にそれぞれ約6.5mずつ延びるコの字形をした溝である。幅

員1.2～ 1.65m,深 さ0.5～0.65mで,断面形はV字に近いU字形である。屋敷地等を区画する

ための溝と考えられるが,内区と推定される部分での柱穴の検出数は少ない。攪乱を受けてい

るので不明確だが,北東端部がやや東側に振れて分岐しているようにもみえるので,同様の溝

が東側に延びていた可能性も想定できる。埋土はTypeAで ,南北方向の軸はN-18° 一E

である。遺物は出上 していない。

SD-12[第 26・ 28図 ]

SD-1の 北端を切って,N-6° 一W方向に進む溝である。攪乱が著 しく,今 EEIlの調査で確

認 したのは長さ約6.lm,幅1.7mの みである。深さは約0.7mで ,断面形は中央部のやや盛り上

がった逆台形状を呈 している。ややlt行 しており,一部は東進する可能性もある。下層はTy

peAの 埋土だが,中層には文明降下軽石が堆積 している。出土遺物なし。

SD-13 [第 26～ 28図 ]

SF-2中 央の窪みに対応すると考えられる小溝である。長さ約2.25m,幅 0.4～ 0.5m,深

さ約0.06mで,主軸の方向はN-59° 30′ 一Wである。断面は浅いU字形,埋土はTypeAで

ある。なお,東側に向けて傾斜 しているため, この溝の延長上にあると思われるSF-2中 央

の窪みは,オ レンデパ ミス混入黒色粘質シル ト層中にみとめられる。出土遺物なし。

SD-14-1 [第 26～29図 ]

SF-2, SD-14-2に 並走 し,テ ラスを有 した平底の溝である。長さ約7.5m,幅 0.8m,

深さ約0.62mで,主軸の方向はN-64° 一Wである。5.5mほ ど東進した後,南東方向 (SD一
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第27図  第 2調査区検出遺構菫膚断面図 (I)
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161.lm
C′

1.オ レパ混暗黒褐色粘質シル ト層
2′ .オ レパ混黒色砂質土層
4.オ レパ十黒色粘質シル ト
6.砂粒をわずかに含む 2
8.白 ボラ混黒色砂質シル トプロック

1.オ レパ混黒色砂質 シル ト層
2.オ レパ混暗黒褐色粘質 シル ト層
2′ .オ レパ細粒混暗黒褐色粘質シル ト層
2″ .オ レパ細粒を多量に含む黒色粘質シル ト層
3.オ レパ混黒色粘質 シル ト層
4. オレンデパ ミスプロック

2.オ レパ混黒色砂質シル ト層
3.オ レパ混黒色粘質シル ト層
5.オ レパ混黒色粘質シル トの硬化体
7. オレンヂパ ミスプロック
9.オ レパ混黒褐色粘質シル ト層

1.オ レパ混黒色砂質シル ト層
2.オ レパ微混黒色粘質シル ト層
3.オ レパ混黒色粘質シル ト層
4.オ レパ混弱粘質黒色シル ト層
5.黒色粘質シル ト層
6. オレンデノヾ ミスブロック
7.白 ボラ混黒色砂質シル ト層
8.白 ボラ。オレパ混黒色砂質シルト層
9.文明降下軽石層
10.文明降下軽石細粒層
11.白 ボラ混明黒褐色砂質シル ト層
12.8と ほぼ同じもの
13.2と ほぼ同 じもの
14.文明降下軽石プロック
15.黒色砂質シル トブロック
16. 2と ほぼ同じだが、オレパの混入量が多い

17.5と ほぼ同じもの
18.オ レンデパ ミスプロック

1.オ レパ細粒混黒色砂質シル ト層
2.オ レパ細粒 +黒色砂質シル トプロック
3.オ レパ細粒 +黒色粘質シル トプロック
4.オ レパ細粒混灰黒色砂質シル ト層
5.黒色粘質シル トプロック
6.オ レパ混黒色粘質シル ト層
7.オ レパ細粒をまばらに含む黒色粘質シルト層
8.オ レパ細粒微混黒色粘質シル ト層
9.6と はぼ同じもの
10.オ ンパ細粒微混黒色粘質シルトの硬化体
11.オ レンデパ ミスプロック

※ア ミかけ部分は、硬化体を示 している。

0                             2m
― 一

一

第28図 第 2調査区検出遺構土層断面図 (Ⅱ )
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1方向)へ屈曲している。埋土はTypeAで ある。中層から弥生土器の壺口縁部片 1点,土
師器・小皿片 1点が出土している。

SD-14-2 [第 26～28図 ]
SF-2に 共伴するV字状の小溝で,検出した長さは約4.7m,幅0.36～ 0.4m,深 さ0.3～ 0.45
m,埋土はTypeAで ある。主軸の方向は, SF-2と ほぼ同じN-66° 一Wで ある。出土遺

物なし。

<道路状遺構>
SF-2 [第 26～ 28図 ]
SD-14-1がほぼ埋没した段階で,その上部に形成された硬化体である。オレンデパミス

混入黒色粘質シルト層中と御池降下軽石層上面で確認でき,局部的な凹凸と中央部の窪み (S

D-13)を 除くとほぼ平らである。側溝状の小溝 (SD-14-2)を伴っており,西側から徐々

に幅員を広げつつ,わずかに傾斜しながら東進している。出土遺物なし。

<柱   穴>

約20箇の柱穴が, SD-1の

法面周辺で検出されているが,め

掘立柱建物跡としては確認でき

なかった。また,埋土中からの

遺物の出土もなかった。

2)包含層出土遺物 [第29図 ]

包含層 (第Ⅳ層)中からは,

土師器・琢片 1点が出土してい

る。他の調査区で確認している

ネと比べて,器高が低く,日径・

底径がともに大きめであるため,

不というよりもむしろ,皿に近

い器形である。

また,器壁は全体的に薄手で

あるが, とくに底部においは,

それが顕著である。底部の切り

離し技法は糸切りで, IbSM
4類にあたる。

なお, SD-14-1か ら出土している小皿も,属性的にはこの不に類似しており,胎土・色調
が一致していることも勘案して,当遺跡で確認している土師器群の中に, こうした類いの一群が

存在している可能性を示唆することもできるのではないだろうか。

．”盛Ｓ螺Ｗ柾Ｆｔ́

255

が

0

第29図 第 2調査区出土遺物
(SD-14-10中層 :254・ 255,包含層内出土遺物:256)

番
号

地  区
(遺構)

層 種  別 特徴など 備  考

254 F-3(S]D-14-1) 中層 弥生土器・壺

255 E-3(   ′′   ) 〃 土師器・小皿 ⅡbSM4類

256 Ⅳ 土師器・ 不 IbSM4類

第 4表 第 2調査区出土遺物一覧表
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3.第 3調査区の内容

第 1調査区北側の遺物包含層の広がりを確認するために設けた東西方向のトレンチが,第 3調

査区である。ここでも第Ⅳ層上面までは重機で掘り下げたが,第 1調査区同様攪乱がひどく,遺

物包含層が残存 していたのは,総面積約670Jの ほぼ半分であった。

この調査区でも出上 した遺物の主流は土師器であり,第 1調査区と同じように,局部的 (SC―

5周辺)に密集するlLI向が認められた。遺構は,調査区中央部に柱穴群 0土坑が散在し,東側半

分に道路状遺構 5条・溝状遺構 4条が集中するというような状況であった。なお,当区で検出し

た遺構の埋土も,第 1調査区同様 2種類に大別できた。

1) 遺  構

<溝状遺構>

SD-15[第 30～32035図 ]

調査区の北東部をN-52° 30′ 一W方向に進む平底の溝である。 SD-16埋没後に作られてお

り,埋上の最上層には文明降下軽石が堆積 している。検出したのは長さ約6.Om,幅 0.6～0.8m,

深さ約0.28mである。なお, この溝がほぼ埋没した段階でその上面に作られたのが,SF-50

6で ある。上層から,鏑蓮弁文の青磁 0碗 (12C～ 14C初頭頃)が 1点出土している。

SD-16[第 30～32034図 ]

SD-15に先行する平底の溝で,長さ約10.5m,幅 0,9～1.2m,深さ約0.34mで ある。主軸

はN-52° 一Wで, SD-15と ほぼ平行である。遺物は,上層から土師器 。ネ片が 3点 , 中層

から琢片が 1点,下層から鏑蓮弁文の青磁 ②碗 (13C～ 14C中葉頃)1点 ,外片 2点が出土 し

ている。また,一括資料として,肥前系染付 。碗 (16C中葉～後葉頃)2点 ,上師器・小皿片

2点がある。

SD-17[第 30031図 ]

調査区の南東部をN-26° 一E方向に走行する溝状遺構である。長さ約6.5m,幅 0.7～ 0.8m,

深さ約0.35mで,断面は非常に浅いU字形を塁 している。 SF-7に 接 しているが,埋土の状

態からそれに先行するものと考えられる。出土遺物なし。

SD-18[第 30～32図 ]

SF-7に 並走する溝で,長 さ約5.3m,幅 1.0～ 1.lm,深 さ約0.6m,主軸方向N-34° 30′ 一

Eである。断面形はSD-17と 同じU字形で,埋土も同じくTypeAで ある。ただし,断面

の観察から, SD-17が これに先行 していることが確認できる。出上遺物なし。

<道路状遺構>

SF-3 [第 30～32036図 ]

SF-5か ら派生 したブロック状の硬化体で,N-60° 30′ 一W方向に延びている。確認 した

のは長さ約5.Om,幅0.3～ 0,7m,検 出面からの高さ約0.06mで,TypeAの 上が硬化 したも

のである。途中で SF-4に 切られている。遺物は,硬化体上面に食い込む形で,須恵器・壺
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片,青磁染付 。湯呑碗片 (18C後半頃)が各 1点,土師器 0不片が 4点出土 している。また,下

面からは,土師器 。小皿 1点が出土 している。

SF-4 [第 30～32図 ]

N-37° 一W方向に, SF-3・ 5～ 7, SD-17018を 切りながら延びる硬化面である。 S

F-30506上 では,御池降下軽石層上面にできた深さ約 3 cm程度の浅いU字状の落ち込みが

硬化しており, SF-7, SD-17018上 ではTypeAの 上が硬化 したブロックとして点在 し
ている。確認 した長さは約12.Om,幅は0.4～ 0.6mで ある。出土遺物なし。

SF-5 [第 30～32図 ]

N-71° 30′ 一E方向に延びる,長 さ約11.Om,幅0.4m,検 出面からの高さ約0.04mの 硬化体で

ある。TypeAの 上が硬化 したもので, SF-6と 合流 しながら南西方向に延びている。なお,
SF-3は この道路状遺構から派生 したものである。出土遺物なし。
SF-6 [第 30～32図 ]

SF-5と 合流するTypeAの 硬化体である。長さ約9.7m,幅 0.3m,検 出面からの高さ約
0.04mで,主軸方向はN-63° 30′ ―Eである。出土遺物なし。

SF-7 [第 30～33図 ]

SD-18に並走する硬化面である。断面形が浅いU字形を呈 しているので,溝状遺構の床面が

硬化したものと考えられ,御池降下軽石層上面 (第 1次),TypeAの 埋土上面 (第 2次),文

明降下軽石層上面 (第 3次)の 3面の硬化面を確認 している。また,第 1・ 3次硬化面上では規

則的に並ぶ柱穴が検出されているが,そ の用途ついては全 く不明である。主軸はN-38° 一Eで ,

今回確認 した部分は,長さ約7.5m,幅 0.9m,深 さ約0.4mである。出土遺物なし。

<土   坑>

SC-5 [第 30037図 ]

主軸方向N-30° 一E,長軸約1.8m,短軸約1.Om,深 さ約0.35mの 隅丸方形状の上坑である。

柱穴とかなり切り合っているが,本来の断面形はやや尖底ぎみのU字形を呈していたようである。

基本的な埋土はTypeAで ある。遺物は,上層から土師器 0不 4点,小皿 1点が,中層から鉱
滓の多量に付着した凝灰岩製のふいごの羽口が 1点,土師器 0不が 1点出上している。

SC-6 [第 30038図 ]
主軸方向N-40° ―E,長軸約1.5m,短軸約0.8m,深 さ約0.42mの 楕円形状の上坑である。埋
上は, SC-5と 同じTypeAで ある。土師器 。琢が,上 。下層からそれぞれ 1点ずつ出上し
ている。

SC-7 [第 30031図 ]

SD-15016を切る三日月形の上坑である。断面形はテラスを有する尖底で,埋土は上層まで

がTypeAで ,埋没後 (最上層)に文明降下軽石が堆積 している。主軸方向N-61° 一E,長

軸約4.6m,幅約0.6～0.8m,深さ約0.56mである。出土遺物なし。
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第46図 第 3調査区・包含層内出土遺物(6)

<柱   穴> [第39～ 40図 ]

調査区中央部付近を中心に約50箇の柱穴を検出しているが,他の調査区同様,掘立柱建物跡と

確認できるものはなかった。なお,埋土中からの出土遺物としては,最上層から土師器・外が 1

点,上層から土師器・琢15点,小皿 7点,中層から不25点,小皿 6点,下層から琢15点,小皿 2

点が出土している。また,一括遺物としては,東播系の須恵質・捏鉢 1点,土師器・高台付碗 2

点,不 4点,小皿 5点がある。

2)包含層内出土遺物 [第 41～ 46図 ]

①須恵質土器

東播系の須恵質土器 (捏鉢・口縁部片)が 2点出土している。口縁部はいずれも肥大化し,わ

ずかに内傾している。頸部以下を欠損しているため,体部の傾きや器壁などは不明であるが,日

径や口縁部の特徴などから推量する限りでは,井沢氏分類のⅣ-lb類 (13C後半～14C代)な
いしはⅣ-2a類 (14C初頭～14C中頃)※ の鉢に該当するのではないかと考えている。

②陶磁器

出土陶磁器の総数は22点で,内訳は舶載磁器 4点,国産磁器 4点,国産陶器14点である。備前

焼の橘鉢 (14C後半～15C前半頃)が 1点あるものの,第 1調査区と同じように,遺物の年代は

大きく2時期 (12C～ 14C前葉頃 :舶載磁器類,18C～ 19C代 :国産磁器,国産陶器類)に分け

ることができる。ただし,上限期については,第 1調査区の陶磁器類が13C後半頃以降のもので

あるのに対して,第 3調査区の舶載磁器類は12C中葉から後葉頃まで湖ると考えられることから,

隣接する樺山・郡元地区遺跡で検出されている遺構の傾向や,調査面積に対する遺構密度が南か

ら北に向け高くなっている点などと併せて,今回の調査で検出した遺構群に先行し,当遺跡の北

側に中心を持つ集落の,拡大過程を想定することも可能かもしれない。

③土師器

第 3調査区では,約500点の土師器が出土しているが, ここでは図化可能な不91点 ,小皿56点

534       s

538

)   三ジ
メ

59



のみを掲載した。なお,各類の割合は,下記の通りである。

琢  (91点 ) 小  皿 (56点 )
I類 10% I′ 類 3% I類 2% I′ 類 0%

Ⅱ類 329イ Ⅱ
′
類 239イ Ⅱ類 309イ Ⅱ

′
類 18%

Ⅲ類 129イ Ⅲ
′
類 209` Ⅲ類 369イ Ⅲ

′
類 14%

全体的な傾向としては,第 1調査区の様相と大差はないが,小皿の切り離し技法でⅡ類よりⅢ

類が卓越 している点や, 101′ 類の割合がやや高い点などが,当区の傾向としてあげられる。

※井沢洋- 1987「福岡地方の須恵質 ②瓦質土器にういて」 F中近世土器の基礎研究Ⅲ』

日本中世土器研究会

第 5表 第 3調査区出土炒物一覧表(1)

60

琢 小皿

板状圧痕あり 41% 259イ

板状圧痕なし 599イ 759る

番
号
地  区
(遺構)

層 種  別 特徴など 備  考
番
号
地  区
(遺構)

層 種  別 特徴など 備  考

R-10CSD-10 下層 青磁 0碗 鏑蓮弁文 13C～ 14C中葉頃 P-9(Pit) 上層 土師器 0堺 I bSⅣ 14)瞑

一括 (″ ) 染付 0碗 肥前系 16C中葉～後葉頃 ″ (″ ) Ⅱ aSM6類

″ (″ )
″ (″ ) 土師器0小皿

R-10(″ ) 上層 土師器 0琢 ⅡbHM6類 ″ (″ ) ⅡbHPl類
″ (〃 ) IIbSP4類 ″ (〃 ) 土師器・琢 ⅡbHMl類
″ (″ ) Ⅱ

′
bHPl類 P-10(″ ) ⅡbHM4類

″ (〃 ) 中層 SP4類 P-9(″ ) Ⅱ bSA/16類

″ (″ ) 下層 ⅡbHP5類 〃 (″ ) 土lll器 。小皿

″ (″ ) Ⅱ
′
bSP4類 ″ (″ ) 土師器。琢 Il′ aHP6類

一括(″ ) 土師器0小 lll ⅡbHPl類 〃 (″ ) Ⅱ
′
aSPl類

″ (″ ) Ⅲ aHPl類 ″ (″ ) Ⅱ
′
bHPl類

R-10CSD-19 上層 青磁 0碗 鏑蓮弁文 12C～ 14C初頭頃 ″ (″ ) 土師器。小皿 Ⅱ
′
bHP4類

R-1嗚F―Э 上面 須恵器 0壺 格子ロタタキ P-10(″ ) Ⅱ
′bHM4類

″ (″ ) 青磁染付=湯呑碗肥前系 18C後半頃 P-9(″ ) 土師器。外 Ⅱ
′
bSM6類

″ (″ ) 土師器 0不 Ⅱ aSP4)頃 ″ (″ ) 土師器3小皿

″ (″ ) Ⅱ
′
bHPl類 P-10(″ ) 土師器 0不 IllbHM4類

Q-9(〃 ) Ⅲ
′
aHP4類 P-9(″ ) ⅢbSM6類

274 R_10(〃 ) Ⅲ
′
bHPl類 ″ (″ ) Ⅲ

′bHM7類

Q-10(″ ) 下面 土師器。小皿 Ⅲ
′
bHP4類 ″ (″ ) 土師器0小 llll

P-9(SC-5) 中層 遮ゝいごの羽曰凝灰岩製,鉄滓付着 〃 (″ ) 土師器 0琢 lll′ bSM4類

″ (″ ) 上層 土師器。堺 Ⅱ
′bHM6類 ″ (″ ) Ⅲ

′
bSM6類

″ (″ ) Ⅲ
′
bSP4類 ″ (″ ) llI′ bSM7類

″ (″ ) 土師器・小皿 HPl類 ″ (″ ) 中層 I′ bHM4類

″ (〃 ) 土師器 0琢 SPl)頃 (″ ) I′ bSP4類

″ (″ ) SP4類 〃 (″ ) 土師器。小皿 Ⅱ aSPl)鎮

″ (″ ) 中層 Ⅱ
′
bSA/14類 ″ (″ ) 土師器 0不 Ⅱ bSP6類

″ (″ ) Ⅲ
′
bHPl類 ″ (″ ) Ⅱ bSP7サ頃

P-9(SC-6) 上層 ⅢbHPl類 ″ (″ ) ⅡbSM6類

″ (″ ) 下層 IIbSP4類 ″ (″ )

R-10(Piう 須恵質。捏鉢 東播系 13C後葉頃 ″ (″ ) ⅡbSM7類

P-9(″ ) 土師器=高台付碗 (″ ) 土師器・小皿

″ (″ )
″ (″ ) 土師器。外 Ⅱ

′
aHPl類

R-11(″ ) 翻 土師器 0杯 HPl類 ″ (″ )



番
号
地  区
(遺構)

層 種   別 特徴など 備  考
番
号
地  区
(遺構)

層 種  別 特徴など 備  考

P-9(Pit) 帽 土師器 0不 Ⅱ
′
aHPl類 ―嚢E(Pit) 土師器・小皿 ⅢbHPl類

″ (″ ) Ⅱ
′
bHPl類 R-10 Ⅳ 須恵質0捏鉢 東播系 13C後半～140前葉頃

″ (″ ) Ⅱ
′
bSM4類 370 Q-9 14C前半頃

Q-10(″ ) Ⅱ
′
bSM6類 R-10 青磁 。碗 鏑蓮弁文 13C～ 14C前葉頃

P-9(″ ) Q-10
″ (″ ) R-10 青磁 e皿 蓋1花文 12C～ 13C
″ (″ ) IIIbHPl類 一括 白磁 0碗 玉縁口縁
″ (″ ) 土師器3小皿 ⅢbSPl類 P-9 染付 O IIll 肥前系 18C末～19C初頭

″ (″ ) 土師器。琢 Ⅲ
′
aSM6類 一括 染付。筒型碗 1780年～1810年代

″ (″ ) Ⅲ
′
bHP4類 染付 0小杯 幕末期

″ (″ ) 土師器。小皿 Ⅲ
′bHM4類 青磁染付・蓋 18C後半頃

″ (″ ) Ⅲ
′
bSM4類 R-10 Ⅳ 陶器 0揺鉢 備前焼 140後半～15C前半頃

″ (″ ) llI′ bSM6類 一括 陶器 。碗 白薩摩

″ (″ ) 土師器 0不 HP2類 R-10 陶器 0茶器 薩摩焼 18C～

337 〃 (″ ) HP4類 一括 陶器 0碗 トビガンナ,薩醐 19C代
″ (″ ) HM6類 R-10 陶器 0猪回 薩摩焼 18C～

R-10(″ ) 一括 陶器 。小杯 19C代

P-9(″ ) Q-10 Ⅳ 陶器 0橘鉢 底部無釉,薩摩焼 18C～
″ (″ ) R-10 スス付着,薩摩焼

嵐
″ (″ ) SP4)頃 一括 陶器0半胴甕 薩摩焼 17Cへ′18C
″ (〃 ) 下層 土師器0小皿 ⅡbHPl類 R-10 陶器 0甕 18C～
″ (〃 ) 土師器 0不 Ⅱ bSⅣ16)猥 一括 陶器 0鉢

″ (〃 ) Ⅱ
′
aHP4類 スラグ付着,薩摩焼 19C～

″ (〃 ) Ⅱ
′
bHP4類 S-10 Ⅳ 陶器3土瓶蓋 薩摩焼 18C～

″ (″ ) Ⅱ
′
bSPl類 R-11 陶器'土瓶注目部 19C代

″ (″ ) P-9 土師器 0琢 IaSMl類
″ (″ ) Ⅱ

ノ
bsM7類 一括 土師器。小皿 IbHMl類

(″ ) 土師器。小皿 ⅢaSP7類 Q-10 IV 土師器 0琢 IbHM4類
″ (″ ) 土師器 0琢 ⅢbHPl類 IbSMl類
″ (″ ) Ⅲ

′bHM6類 一括

″ (″ ) IIII′ bSP4類 P-9 Ⅳ

354 ″ (″ ) HPl類
〃 (〃 ) HP4類 IbSM4類
″ (〃 ) HP6類
〃
(″ ) HM6類 一括

″ (″ ) P-9 Ⅳ I′ aSP6`頂

〃
(″ ) SM6類 I′ bHMl類

一括 (″ ) ⅡbHPl類 I′ bSM6類
〃 (〃 ) 土師器。小皿 R-10 ⅡaHPl類
″ (″ ) P-9
″ (〃 ) 土師器・不 Ⅱ

′
aHPl類 一括

〃 (″ ) Ⅱ
′
bHPl類 土師器・小llll

″ (″ ) 土師器。小皿 土師器・琢 ⅡaHP4類
″ (″ ) 土師器 0琢 Ⅳ

〃 (〃 ) 土師器0小皿 Ⅱ
′bHM6類 土師器・小皿

第 6表 第 3調査区出土遺物一覧表(2)
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番
号
地  区
(遺構)

層 種 特徴など 備 考
番
号
地  区
(遺構)

層 種 特徴など 備 考

R-10 Ⅳ 土師器。堺 ⅡaHP6類 一括 土師器。小皿 Ⅱ
′
aHPl類

Q-10 土師器。小皿 ⅡaHM6類 P-10 Ⅳ 土師器。外 Ⅱ
′
aHP4類

P-9 土師器 。琢 Ⅱ aSP4)頃 R-10 Ⅱ
′
aSP4)籟

P-9 Ⅱ
′
aSM6類

II aSh/16類

ⅡbHPl類 一括

一括

P-9 Ⅳ 土師器。小皿

一括 土師器。小皿 R-10 Ⅳ 土師器 。不 Ⅱ
′
bHPl類

R-10 Ⅳ R-9

一括 P-9

R-10 Ⅳ 土師器 0琢 ⅡbHP4類 一括 土師器。小皿

P-9
P-9 Ⅳ

一括 土師器0小 llll

Ⅳ ⅡbHMl類 473

474 一括 Ⅱ
′
bHMl類

P-10 Ⅳ 土師器 0琢 EbHM4類 475 Ⅳ 土師器 0外 Ⅱ
′bHM6類

R-10 ⅡbHM6類 476 Q-10 E′ bSP4類

P-9 P-9 II′ bSP5〕頃

一括 Il′ bSM6類

P-9 土師器。小皿 Q-10

P-9

一括

P-9 Ⅳ 土師器。不 ⅡbHM 7類 482 一括 Ⅱ
′
bSM6類

Ⅱ bSPl)頂 P-9 Ⅳ Ill aHPl類

一括 土師器C ttllll Ⅱ bSP2類

R-10 Ⅳ 土師器・不 IEbSP4)頃 一括

P-9 Ⅳ 土師器・小皿

一括

土師器。小皿 土師器 0琢 Ⅲ aHP4類

P-9 Ⅳ 土師器 0琢 Ⅱ bSP6)頃

一括 ±1雨器。小皿 ⅡbSM4類 一括 土師器・小皿

P-9 Ⅳ 土師器 0琢 ⅡbSM6類 P-9 Ⅳ 土師器・琢 ⅢaSP4類

○-9 492

R-10 一括 ⅢaSP6類

449 一括 土師器。小皿 P-9 Ⅳ 土師器・小llll Ⅲ aSM6類

P-9 IV 一括

土師器。不 ⅡbSM7類 ⅢbHPl類

Ⅱ
′
aHPl類

P-10 Ⅳ 土師器 e不 ⅢbHP4類

P-9 土師器。小llll 土師器0小皿

第 7表 第 3調査区出土遺物一覧表(3)

62



番
号
地  区
(遺構)

層 種  別 特徴など 備  考
番
号
地  区
(遺構)

層 種  別 特徴など 備  考

一括 [111「I,帯:0ノ!llll ⅢbHP4類 一括 土師器 0外 IlraHM6類

raSM6類
ⅢbIIM4類 Q-10 Ⅳ ゴbHPl類

506 IV ⅢbHM6類 P-9
P-9 土師器 0杯 ⅢbHM7類 土蓋翻詈0/11111

P-10 ⅢbSP4類 P-9 Ⅳ 土師器。不 rbHP4類

一括 」藤 041111 ⅢbSM4類 528

ⅢbSM6類 一括

P-9 Ⅳ IlrbHM6類

一括

P-9
P-9 Ⅳ 上師器・不 raHPl類 一括 土f躍詈0/11111

[i二:F「 :‖:0ノlllll P-10 Ⅳ ×
。ノINlll llrbHM6類

一括 Q-9 土師器 0外 Ⅲ
′bSPl類

P-9 Ⅳ 土師器 。琢 IlraHM4類 一括 ELE酪 0月 IIIl Ⅲ
′
bSP6類

一括 P-9 Ⅳ 土師器・不 ピbSM6類

P-9 Ⅳ IlraHM6類 一括 」酬 0」llll

一括

第 8表 第 3調査区出土遺物一覧表(0

V.骰 鰤 め

当遺跡の所在する都城盆地東部の開析扇状地一帯では, これまでにも多くの中・近世遺跡が確認

されており,広範囲に亘って当該期の集落が展開していたと推測されている。今回の調査では,中

世の建物群を検出することはできなかったが,遺構の分布状況や出土遺物の様相などから,隣接す

る樺山 0郡元地区遺跡などで確認されている中世集落との密接な関係を想定することができる。そ

こで, ここでは中世遺構の変遷について概観するとともに,多量に出上 した土師器について簡単に

触れ,ま とめにかえたいと思う。

1.申鸞遺構の変遷について

先に触れたように,今回検出した中世の遺構は溝状遺構や道路状遺構が中心で, これらに伴う

掘立柱建物跡は確認されていない。また,他の遺構についても明確な機能や用途等を限定できる

ものは少なく,第 2調査区で検出したSD-1を 除くと,規格性の乏しいものが大半を占めてい

る。各々の時期については,決定材料となる遺構内出土遺物が限られているため,遺構周辺の包

含層出土遺物や文明降下軽石の堆積箇所などを考慮 しながら推浪1せざるを得ないが,上限は概ね

′
Ｕ



12世紀末～13世紀前葉頃 (同安窯系青磁碗や玉縁日縁の白磁碗の時期),下限は16世紀後半頃

(肥前系染付碗の時期)と考えられる。以下,各調査区の遺構を,切 り合い関係や文明軽石の堆

積位置などをもとに大きく3段階に分け,その前後関係について示してみた。

なお,以上の年代を推定するにあたり,包含層出土遺物を多用したため,各々の時期幅が多少

前後している可能性は否めない。

第 1段階 :堆積土中に文明軽石を含まない段階。 (12世紀末頃～14世紀代)

第 2段階 :遺構堆積土の中層から最上層にかけて,文明軽石の 1次堆積が認められるもの。

(14世紀後半～15世前半頃)

第 3段階 :遺構堆積上の下層ないし床面直上に文明軽石の堆積が認められるもの。また,文明

軽石層上にできた硬化面 (道路状遺構)。 (15世紀後葉～16世紀代)

①第 1調査区

<第 1段階>

IS D-7・ 8012]⇒ [SD-4010, SC-304]⇒ [SD-9011019, SC-2,

SF-1(第 1次硬化面)]⇒ [SF-8]

<第 2段階>

[SD… 6]⇒ [SD-203]→ だSD-5]

<第 3段階>

[SC-1]⇒ [SF-1(第 2次硬化面)]⇒ [SF-1(第 3次硬化面)]

②第 2調査区

<第 1段階>

[SD-1・ 14-1]⇒ [SD-13014-2]⇒ [SF… 2(第 1次硬化面)]⇒ [SF… 2(第 2次硬化面)]

<第 2段階>

[SD-12]

③第 3調査区

<第 1段階>

[SD-16017, SC-506]⇒ [SD-18, SC-7(第 1次硬化面)]

<第 2段階>

[SD-15]⇒ [SF-7(第 2次硬化面)・ 30506]⇒ [SF-4]⇒ [SC-7]

<第 3段階>

[SF-7(第 3次硬化面)]

各調査区ごとの遺構の変遷は上記の通りであるが,今回は遺跡全体での前後関係を相対的に示

すまでには至らなかった。 しかしながら,先に想定した遺構の時期幅 (12世紀末～16世紀後半Q

の中でも,当遺跡における遺構構築のピークは,舶載の青 0白磁や東播系握鉢などが少量ずつな

がらも集中して出土する段階 (13世紀後半～15世紀前半頃)であり,文明軽石の降下 (15世紀後

葉頃)を境に,集落の再編に伴って当遺跡一帯が徐々に空白地帯と化 していった様子がうかがえ
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る。なお,16世紀末以降の様相については,17世紀代が遺構 0遺物の全 く認められない完全な断

絶期となっており,樺山 0郡元地区遺跡において集落の集約化に伴い,遺構の集中域が偏ってい

く傾向と合致 している。
※117世紀代におけるこうした特徴的な集落形成の在り方は, 同じ開析扇

状地上に立地 している松原地区遺跡や久玉遺跡の状況とも符合しており,少なくとも都城盆地の

東部地域においては,中世から近世への過渡期に何 らかの制約 0目的の下,集落の再編成が行わ

れたものとも推察される。18世紀後半から19世紀代にかけては,当時大量に流通 していた薩摩焼

の出土が認められるものの,当該期に位置付けられる遺構自体が皆無であることから,当地域一

帯の集落再編後はほぼ完全に廃棄され,集落辺縁部の畑地などに利用されていたと推測される。

2.土師器について

今回の調査では,細片も含めて 800点以上の上師器が出上 している。その卓越 した出土量は近

隣の中 。近世遺跡の中でも群を抜いており,同一集落と考えられている樺山 0郡元地区遺跡とも

全 く対照的な様相を示 している。
※2そ のため,当遺跡の性格付けを行 う上で, こうした土師器

の大量出土はきわめて重要な意味を持つものと考え,遺構との関係には留意 したが,一部の溝状

遺構 (SD-408)[第 1調査区]や,土坑 (SC-5)・ 柱穴群 [第 3調査区]の埋土中,及

びその周辺の包含層に集中する傾向は認められたものの,遺構との間に意図的廃棄などといった

明確な関連性を指摘するまでには至 らなかった。

次に, これらの年代については,大半の上師器は遺構年代の集中している13世紀後半～15世紀

前半頃の範囲内に収まるものと考えているが,わずかに共伴する舶載磁器類の年代から上限を12

世紀末頃,下限を文明降下軽石層上部からの出上が皆無であるため15世紀中葉頃と想定している。

また, これらを第Ⅲ章で示 した項目にもとづいて分類すると,様々な技法や胎土との関係がかな

リバ リエーションに富んでいることから, この範囲内でさらに何段階かの変遷過程を追うことも

可能であると考えた。そこで, ここでは本書に掲載 した土師器 (476点 )[不 :274点,小皿 :202

点]について,各技法の割合や胎土との関係などを器種ごとに示すとともに,比較的まとまった

出土量があり,遺構の前後関係も明らかなSD-408内 出上の土師器を用いて,技法上の特徴

や使用胎上の変遷について簡単に触れておきたいと思う。

なお,一覧表中の網かけ部分は,特に注目すべき箇所を示 している。

①切り離 し技法の割合 (切 り離 し技法のわかる439点 [不 :245点,小皿 :194点]を使用)

切 り 離 し 技 法
器 種

琢 /1ヽ 皿

糸 切 り :I類 (25点 [5%]) 23点|(0%) 古
〔
(1%)

フ 切 り Ⅱ類 (249点 [57%]) 140点 (57%) 109点 (56%)

疑似糸切り :Ⅲ類 (165点 [38%]) 82点 (34%) 83点 |(43‐%)

総 数 245人気 194メ気

※ )内 は各器種の総数に占める割合 [%]を示す。
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②切り込みを有する割合

切り離 し技法
各切り離し技法ごとの

総数 とその害J合

器 種

琢 /1ヽ 皿

糸 切 り :I類 7点 [28%]・ 7点 (30%) 0点

ヘ ラ切 り :Ⅱ類 100点 [40%] 68点 (49%) 32点 (29%)

疑似糸切り :Ⅲ類 84点 [51%] 52点 (63%) 32点 (39%)

総 数 191点 [44%] 127点 (52%) 64点 (33%)

※ [ ]内 は各類の総数に占める害1合,( )内 は各類の器種ごとの総数に占める割合を示す。

⑤切り込み・板状圧痕を有するものと胎土との関係

③板状圧痕を有する割合

切り離 し技法
各 技 法 の 総 数

に 占 め る割 合

器 種

不 /1ヽ 皿

糸 切 り :I類 3点 [12%] 3点 (13%) 0点

ヘ ラ切 り :Ⅱ類 65点 [26%] 44‐点||(31%)↓ 21点 (19%)

疑似糸切り :Ⅲ類 53点 [32%] 29点く35%) 24点 (29%)

総 数 121点 [28%] 85点 (35%) 45点 (23%)

④切り込み。板状圧痕を有する害1合

切り離 し技法
各 技 法 の 総 数

に 占 め る割 合

器 種

不 /1ヽ 皿

糸 切 り :I類 1点 [4%] 1点 (4%) 0点

ヘ ラ切 り :Ⅱ 類 36点 [14%] 28点|(20%) 8点 (7%)

疑似糸切り :IIII類 24点 [15%] 17点||(21%) 7点 (8%)

総 数 61点 [14%] 46点 (19%) 15点 (8%)

切り離 し技法 両技法を有するもの 混土系 (P系 ) 単土系 (M系 )

糸 切 り :I類
(1点 )

不  1点 1点 (4%) 0点

小皿  0点 占
朴

0点

ヘ ラ切 り :Ⅱ 類

(36点 )

琢  28点 22‐点|.(16%) 6点 ( 4%)

小皿  8点 7点 (6%) 1点 (0。 9%)

疑似糸切り :Ⅲ類

(24点)

不  17点 5点 (6%) 12点|← 1‐5%).

小皿  7点 占
〔
(7%) 1点 ( 1%)

総    数
(61点 )

琢  46点 28点 (11%) 18点 ( 7%)

小lll1 15点 13点 (7%) 2点 ( 1%)
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⑥胎土と切り離し技法との関係 ※ ()内 は各器種の総数に対する害1合を示す。

〈 琢 〉          〈 小 皿 〉

混

土

系

５８
　
％

I系
3点

(1%)

I類
0点

I′ 類
3点

(1%)

Ⅱ 系
93去気

(38%)

Ⅱ 類
47点‐

(19%)

Ⅱ
′
類

46メミ

(19%)

Ⅲ 系
48メ簑

(19%)

Ⅲ 類
21ズ気

(8%)

Ⅲ
′
類

27メ気

(11%)

単

土

系

42

%

I系
20共ミ

(8%)

I類
16.点
‐

(7%)

I′ 類
4点

(2%)

Ⅱ 系
47去疑

(19%)

Ⅱ 類
25景気

(10%)

Ⅱ
′
類

22去ミ

(9%)

Ⅲ 系
34メ簑

(15%)

Ⅲ 類
13共疑

(6%)

Ⅲ
′
類

21パ気

(9%)

混

土

系
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%

I系
1点

(0.5%)

I類
1点

(0.5%)

I′ 類
0点

Ⅱ 系
81ズ気

(42%)

Ⅱ 類
57点 |

(29%)

Ⅱ
′
類

24共賦

(13%)

Ⅲ 系
55メ気

(28.5%)

Ⅲ 類
33点 |

(17%)

Ⅲ
′
類

22共気

(11.5%)

単

土

系

２９
　
％

I系
2点

(1%)

I類
2点

(1%)

I′ 類
占
〔

Ⅱ 系
27人気

(14%)

Ⅱ 類
19点

(10%)

Ⅱ
′
類
8点

(4%)

Ⅲ 系
28パ気

(14%)

Ⅲ 類
17ズミ

(8.5%)

Ⅲ
′
類

11メミ

(5.596)

切 り離 し技法についてはヘラ切り (Ⅱ 類)が過半数を占める傾向にあるものの,体部下端に認め

られる切り込みは,主に不の場合,疑似糸切り (Ⅲ類)と 密接な関係にあるように思われる。また,

板状圧痕については,割合的にはⅡ類 OⅢ類とも大差ないが,切 り込みとの共存関係という点では

Ⅲ類よりもⅡ類の方が両種の共存化が進んでいるように解される。

次に, こうした切り離 し技法や各種の特徴の変化が,時期差によるものかどうかを確認するため,

今回の調査で唯一まとまった資料が出上 しているSD-408内 の上師器を堆積層によって 5段階

に分け,①器種ごとの切り離 し技法の消長,②器種ごとの各種特徴の消長,③使用胎上の変化,の

順に割合の変化を折れ線グラフで示 した。なお, SD-408は ともに第 1段階 (12世紀末～14世

紀代)と した遺構群の中に位置付けられ, SD… 8が SD-4に 先行している。

※グラフの縦軸は各器種の総数に占める割合 (%)を示 している。
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(%)

①器種ごとの切り離し技法の消長

SD-8下層  SD-8上層  SD-4下層  SD-4中暦  SD-4上層

②器種ごとの各種特徴の消長

このグラフから切り離し技法については,

概ね I⇒ Ⅱ⇒Ⅲという変遷過程を追うこと

が可能であり,ま たⅡ OⅢ類では琢・小皿

ともに僅かな差異が認められるものの,折

れ線グラフの形状は類似 しており,大 まか

な傾向は一致している。ただし,小皿につ

いては,Ⅲ類からⅡ類への移行が一段階遅

れており,器種ごとに切り離 し技法が選択

的に用いられていた可能性を示唆するもの

として, とくに注目したい。

―
:切 り込みを有す研

““中・ :板状圧痕を有する琢

―― :切 り込みを有する小皿

―――:板状圧痕を有する小皿

切り込みや板状圧痕といった特徴につい

ては,器種によって異なる傾向をみせてい

る。 2つ の特徴が同時期に消失する点は共

通 しているものの,外が小皿によりも1段

階早 く,切り離 し技法でもみられた器種ご

との技法選択の傾向と類似 している。

細かい点では,外における板状圧痕の消

長と,Ⅲ類の傾向とが合致しており, これ

らの関連性が想定できる。また,小皿では

一
一
一

不 0

琢 0

琢 0

類

類

類

Ｉ

　

Ⅱ

　

Ⅲ

一― :小皿 。Ⅱ類

韓 "― :小 皿
O III類

(%)

100

SD-8下層  SD-8上層  SD-4下層  SD-4中層  SD-4上層

混土系の増加と反比例する形で両特徴が減少する傾向にあることから, こうした技法上の特徴と胎

土との間にも密接な関係があると考えられよう。
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③使用胎上の変化 :混入系 (P系)が占める割合

SD-8下層  SD-8上層  SD-4下層  SD-4中層  SD-4上層

―
:不

‐‐Ⅲ… :小皿

胎土については,外の場合ある程度安

定 した変化をみせており,混土 。単土系

併存⇒混土系主流という動きを追うこと

ができる。一方小皿の場合は,変動が激

しく,技法 ②特徴とも密接に関係しなが

ら,胎上の選択がなされている様子がう

かがえるようである。

なお,他の中 0近世遺跡から出土して

いる土師器の胎土に着目すると,都之城

跡を含む大淀川西部域では,城郭 。集落

といった遺跡の性格や切り離 し技法の別

を問わず,該期を通 して単土系が主流を占めているようである。それに対 して,当遺跡を含む早水

地区や中 螢近世集落の集中している郡元地区では,単± 0混土系の共存状態から,あ る時期を境に

混土系が卓越 して増加するが,近世に入ると西部域同様に単土系主流の状態に安定するといった傾

向が読み取れよう。中世段階における大淀川を挟んだ東西両地域でのこのような差異は,胎土や切

り離 し技法,お よび器形の変化などと同様に,胎土がその時代のニーズや階層差※3に 合わせて使

い分けられていた可能性や,全 く異なる生産集団が 2つ の核を成 して併存していた可能性などを想

定することができるのではないだろうか。今後,当時の社会背景や勢力構造を明らかにしていく上

で, こうした遺物に表れた傾向にも注意 していく必要があろう。

以上のように,当遺跡で出土 した土師器については,時期あるいは器種ごとに一定の傾向を見い

だすことができた。ただし, ここに表れた傾向はあくまでもかなり限定された区域 e時期内の資料

を用いた結果であるため,当遺跡はもとより都城盆地で出土 している中世土師器すべてに共通する

わけではない。良好な一括資料が不足 している現状としては,資料の増加に期待する他はないが,

今回の試みも含めた, さらなる資料の細分化と比較検討を進めていくことが,緊急かつ重要な基礎

作業であると思われる。

樺山 0郡元地区遺跡では「 15～ 16世紀に入ると遺跡一帯に集落 (屋敷地)が広がり,17世紀

以後はIV区とした場所に集約されていく状況がうかがえる。」と指摘されている。

樺山 0郡元地区遺跡は,当遺跡に比べ陶磁器類が種類 0出土数ともに多いのに対 して,土師

器は当遺跡はもとより同時期の他の遺跡と比較 してもかなり少ない。

墓に副葬された土師器から,糸切りを有力層,ヘ ラ切りを一般庶民層と想定している。

『樺山 0郡元地区遺跡』 宮崎県教育委員会 1992

※ 1

※ 2

※ 3
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図版

第103調査区 全景 (真上より) 第1調査区 南半部遺構群(真上より)

第1調査区 北半部遺構群候土より)
第1調査区 南半部遺構群検出状況(北東より)

第1調査区 SD-708検出状況(西より)

第1調査区 南半部遺構群況価より)

第 1調査区 SC-1断面
第1調査区

SD-4(北より)
第1調査区

SD-8内土師器出土状況

急‐晰 攀
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鶏 ●鰤

第1調査区 SD-4070
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第 1調査区 包含層
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第1調査区 出十十師器①(杯類)

第1調査区 出土土師器②171ヽ皿類)
輔‐
中出土遺物



図版 2

椰・ IaHM類 (143) 杯・ ⅡbSM類 (54) 杯・ Ⅱ
′aHP類 (191)

杯・ Ⅱ
′
bHP寿ヨ(78) 杯・ Ⅱ

′
bHP寿ヨ(196) 杯・ Ⅲ

′bHP類 (89)

/1、 lm・ Ⅱ
′
aHP寿i(192) 小皿・ ⅢaHP類 (81) 小皿・ Ⅲ

′aHP類 (86)

第 1調査区 出土土師器
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図版 3

第2調査区 全景 (真上より)

第2調査区 遺構検出状況G[東より)

第2調査区 SD-1012013014切 合部

第2調査区 SD-1012断 面

第2調査区 遺構完掘状況(北西より) 杯・ I bSM類 (256)
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第2調査区 遺構完掘状況鮮疎より) 第2調査区 出土土師器

第3調査区 東部遺構群 (真上より) 第3調査区 SD-15e16完掘状況価より)

鰈 葬警恣
辟 酔

第3調査区 SF-3～6完掘状況輌より) 第3調査区 SD― i5・ 16と SC-7の切合部



彙
翁

靱

輪
ξ

図版 4

第3調査区 SF-7(第 1次硬化
面)検出状況 (南より)

1 111黎 |

け

鑽

奪

第3調査区 SD-15016′ SF―
3′ SC-506内出土遺物

第3調査区 出土土師器②
(杯類)

第3調査区 SF-7(第3次硬化
面)検出状況 (北より)

鶴 瘍 蛉
警 |´ ルヽ

|“ 二 t,

_C磯 Ψ I

‐蓼1鯰竃
第3調査区

包含層中出土陶磁器

第3調査区 出土土師器③
(小皿類)

勒
●
癬
，
４

第3調査区 SF-7(第 3次硬化
面)検出状況 (南より)

第3調査区 出土土師器①
(杯類)|●
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杯・ I′ bSP類 (313)

杯・ ⅢaSP類 (491) llヽ皿 OⅡ
′aHP類 (456)

小In・ ⅢasM類 (494)

第3調査区 出土土師器
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